




6月 28日 ( 土 ) Session3～Session4
前日の予報通りこの日の富士スピードウェイは強い降雨に見舞われ、ウエットコンディションとなった。
スケジュール変更により 10時 30分から 12時までと短縮されたセッション 3はコース上の水量が多く、時折所々に霧
が出る状況もあったため、NILZZ Racing はコンディションが回復するまで走行を見合わせることとした。
セッションの残り時間が 30分近くなったところで雨量は弱まり出し、コース上の水量も少なくなってきたことで、富田
がコースイン。
その後田中へとドライバーチェンジを行い、このセッションは 10周を計測して終了。
富田のマークした 1分 50秒 997がベストタイムとなりこのセッションは 17位で終了した。
このテスト最後のセッションが始まるまでの間に天候は徐々に回復し、セッション4が始まる頃には所々濡れているとこ
ろは残っているものの、ドライコンディションといえるまでに回復していった。
序盤は飯田、田中がロングランを行い、中盤は富田がタイムアタックを実施。
NILZZ Racing の 2日間のトータルベストとなる 1分 38秒 440をマークする。
セッション終盤は再度飯田がロングランを行い、予定が変更された FCY訓練～セーフティーカー訓練を経て 2日間のテ
ストを終了した。

7月 18日より開催される富士スピードウェイでの 2020年の SUPER GT シリーズ開幕戦。
4月の公式テスト中止から非常に厳しい状況下ではありましたが、ようやく 2020年シリーズが動き出しました。
NILZZ Racing は今季も毎レースで全力を尽くし、常に上位で争う様頑張ります。
皆様には今季も変わらぬご声援、ご支援を賜ります様宜しくお願い致します。
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